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青
少
年
を
守
る
会
主
催
に
て
、
毎
年
恒
例

の
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

第
1
回
は
、
7
月
13
日
の
夏
休
み
前
、

第
2
回
は
、
8
月
18
日
に
実
施
し
ま
し
た
。 

40
名
以
上
の
地
域
に
関
わ
る
人
達
が
6

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、
声
か
け
を
し
な
が
ら

安
全
を
確
認
し
て
い
き
ま
し
た
。 

小
・
中
学
校
の
先
生
方
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
パ
パ

レ
ン
ジ
ャ
ー
。
地
域
の
み
な
さ
ま
の
中
で
も

初
め
て
参
加
の
方
も
多
く
い
て
新
し
い
情

報
も
い
ろ
い
ろ
と
聞
け
ま
し
た
。 

警
察
の
方
と
の
情
報
交
換
を
す
る
中
で

話
に
出
て
く
る
の
が
「
枚
小
校
区
は
、
枚
方

の
中
で
も
特
に
安
全
な
校
区
で
あ
り
、
子
ど

も
の
問
題
も
あ
ま
り
聞
き
ま
せ
ん
」
と
い
う

内
容
で
す
。 

い
ろ
い
ろ
な
活
動
の
積
み
重
ね
に
よ
り

築
か
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。 

今
年
は
枚
方
市
で
も
災
害
が
続
き
、
避
難

勧
告
・
避
難
指
示
も
出
ま
し
た
。
情
報
交
流

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
中
で
、
子

ど
も
達
に
と
っ
て
安
全
で
な
い
場
所
や
不

安
な
場
所
な
ど
、
気
に
な
る
場
所
を
お
知
ら

せ
願
え
れ
ば
幸
い
で
す
。 

今
後
も
、
た
く
さ
ん
の
人
の
協
力
を
得

て
、
子
ど
も
た
ち
が
住
み
や
す
い
地
域
づ
く

り
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

（
青
少
年
を
守
る
会 

会
長 

平
野
祐
司
） 

 

大
阪
府
北
部
地
震
、
西
日
本
豪
雨
、

台
風
12
号
で
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ま

に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
一
刻
も
早
い
復
興
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

さ
て
、
平
成
30
年
度
の
枚
方
校
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
役
員
が
別
図
の

ご
と
く
理
事
会
に
て
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
こ
と
を
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

今
後
の
私
達
の
活
動
方
針
は
、 

●

校
区
内
で
様
々
活
動
さ
れ
て
お
ら
れ

る
諸
団
体
の
み
な
さ
ま
と
協
力
し
、
オ

ー
ル
枚
方
校
区
で
の
活
動
の
具
現
化 

●

京
阪
電
車
高
架
工
事
等
将
来
に
向
け

た
街
づ
く
り
の
構
築 

●

元
気
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
会
議
を

中
心
と
し
た
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
で
体

力
増
進
、
楽
し
い
生
活
の
実
践 

●

各
自
治
会
を
中
心
と
し
た
絆
づ
く

り
の
支
援 

と
し
、
役
員
全
員
で
議
論
し
、
実
行

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の

ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

暑
さ
が
和
ら
ぎ
ま
す
と
、
枚
小
ま

つ
り
、
区
民
体
育
祭
等
、
楽
し
い
行

事
が
続
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加

頂
き
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

最
後
に
健
康
に
留
意
さ
れ
元
気
で

楽
し
い
日
々
を
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
2
年

間
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
、
新
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 「うたごえサロン」が青少年センターにて、ついに始ま
りました。記念すべき 1回目はＨＩＲＡＫＡＴＡの爺をお
呼びして 60名の参加者と楽しく歌いました。懐メロはもち
ろんですが、特に盛り上がったのは、ＨＩＲＡＫＡＴＡの
爺オリジナルの楽曲でした。持ち前の優しい歌声と、古希
だから出せる人生の温かみを見事に表現した歌詞で歌い上
げられていました。 
 さて、うたごえサロンの主催は「枚方校区元気づくり・
地域づくり会議」です。超高齢者社会を乗り切るために、
これからは支援者も参加者も分け隔てなく、主体性をもっ
て介護予防に取り組むことが大切です。「今やらなぁ！」Ｈ
ＩＲＡＫＡＴＡの爺が語る言葉にも、大切な主体性が見え
てきます。 
 サロンは毎月第一月曜日に定期開催です。ひらかた元気
くらわんか体操も行っています。是非みなさまにご参加い
ただければと思います。 
（枚方市地域包括支援センターみどり 所長 伊内康宏） 

 

山 本 俊 雄 さん 
お孫さんの入学をきっかけに
16年間、駅から小学校まで最後
尾の登校班と坂道を上ってきて
くださっています。 
「地震のとき、子どものところ
に走っていけなかったのが悔し
かった」とのこと。これからも
よろしくお願いします。 

いつか来るぞといいながらも、まさかこん
なに早く来るとは思わなかった方も多々いら
っしゃったのではないでしょうか。 
震度６弱、愛する町が傷つくのは本当に辛

いです。傍から見たら軽症かもしれませんが
元に戻すまで時間がかかります。世間から置
いていかれる不安も。 
今後の万が一のために備蓄をしてくださ

い。心にゆとりがうまれます。 
長年、ふれあいを担当されてきた碩さんか

ら 81号より交代いたします。いままでご協力
してくださった方々に恥ずかしくないように
頑張ります。長い間お疲れ様でした。 

平成 30年度コミュニテイ協議会役員 

会 長 茨木 昭雄 

副 会 長 片山 治男 

副 会 長 室田 二郎 

副 会 長 金森 泰孝 

副 会 長 松尾 政夫 

書 記                   沖中 智子 

会 計                    田村亜紀子 

福 祉 部 長 室田 博子 

安 全 安 心 部 長  今田 雅博 

校区自主防災会会長 松尾 克司 

青 少 年 部 長  山口惠美子 

広 報 部 長 沖中 智子 

区民体育祭特別委員会 室田 二郎 

にぎわい特別委員会  片山 治男 

会 計 監 査 碩 佐和子 

会 計 監 査 村田美恵子 
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❀
い
き
い
き
サ
ロ
ン 

9
月
28
日
（ 

金
） 

・ 

10
月
26
日
（ 

金
） 

午
後
1
時
30
分
～ 

青
少
年
セ
ン
タ
ー 

３
階 

ホ
ー
ル 

対
象
者
…
65
歳
以
上
の
方 

❀
子
育
て
サ
ロ
ン
「
ぴ
よ
ぴ
よ
」 

10
月
18
日
（ 

木
） 

午
前
10
時
30
分
～ 

枚
方
上
之
町
集
会
所 

対
象
者
…
０
歳
児
と
そ
の
保
護
者(

要
申
込) 

❀
う
た
ご
え
サ
ロ
ン 

10
月
1
日
（ 

月
） 

・ 

11
月
5
日
（ 

月
） 

12
月
3
日
（ 

月
） 

午
後
2
時
～ 

青
少
年
セ
ン
タ
ー 

３
階 

ホ
ー
ル 

対
象
者
…
全
員 

❀
枚
小
ま
つ
り 

10
月
27
日
（ 

土
） 

午
前
10
時
～ 

枚
方
小
学
校 

❀
ふ
れ
あ
い
食
事
会 

11
月
22
日
（ 

木
）※
23
日
が
祝
日
の
た
め 

正
午
～ 

青
少
年
セ
ン
タ
ー 

２
階 

第
1
集
会
室 

対
象
者
…
65
歳
以
上
の
方 

❀
区
民
体
育
祭 

11
月
18
日
（ 

日
） 

行 

先
…
宇
治
方
面 

対
象
者
…
全
員 

今
後
の
行
事
予
定 

子どもの安全を見守って下さっている方を紹介します 
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 枚方校区には自治会をはじめ、老人会、子ども会などいろいろな集まりがあります。   

今回は堤町自治会と枚方上之町子ども会を紹介します 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

７
月
20
日
（
金
）
集
会
所
で
毎
年
恒
例

の
夏
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

夕
方
で
も
ま
だ
ま
だ
暑
く
、
か
き
氷
を

食
べ
、
庭
で
激
し
く
水
遊
び
で
盛
り
上
が

り
、
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
し
た
子
か
ら
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
を
食
べ
、
最
後
は
み
ん
な
で
花
火

を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
会
は
地
区
の
小
学
生
が
対
象

で
す
が
、
今
年
は
初
の
試
み
と
し
て
中
学

１
年
生
に
も
声
を
か
け
ま
し
た
。
ち
ょ
っ

ぴ
り
大
人
に
な
っ
た
彼
ら
は
久
し
ぶ
り

に
「
ジ
モ
ト
の
友
達
」
と
集
ま
っ
て
い
い

笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

自
治
会
の
方
々
に
は
朝
か
ら
手
作
り

の
テ
ン
ト
を
張
っ
て
い
た
だ
き
、
水
遊
び

で
は
レ
イ
ン
コ
ー
ト
と
水
鉄
砲
持
参
で

自
ら
標
的
に
な
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
は

暑
く
煙
た
い
の
に
ず
っ
と
焼
い
て
下
さ

り
、
終
始
大
暴
れ
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち

を
温
か
い
眼
差
し
で
見
守
っ
て
下
さ
り

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

 

楽
し
か
っ
た
余
韻
に
浸
り
、
こ
れ
で
今

年
も
暑
い
夏
を
元
気
に
乗
り
切
れ
そ
う

で
す
。 

 
 
 

（
会
長 

明
星
市
子
） 

 

 

４
月
27
日
（
金
） 

５
月
25
日
（
金
） 

６
月
22
日
（
金
） 

７
月
27
日
（
金
） 

時
間 

午
後
１
時
30
分
～ 

場
所 

青
少
年
セ
ン
タ
ー
3
階
ホ
ー
ル 

対
象 

65
歳
以
上
の
高
齢
者 

 

★ 

子
育
て
サ
ロ
ン
ぴ
よ
ぴ
よ 

５
月
14
日
（
月
） 

時
間 

午
前
10
時
30
分
～ 

場
所 

枚
方
上
之
町
集
会
所 

対
象 

0
歳
児
と
保
護
者 

 

★ 

枚
方
校
区
青
少
年
を
守
る
会
総
会 

５
月
19
日
（
土
） 

各
種
サ
ロ
ン
は
、
参
加
費
無
料
。 

詳
細
は
、
回
覧
・
掲
示
板
に
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。 

★ 

枚
方
校
区
福
祉
委
員
会
総
会 

 3月 12日(月)、「枚方校区元気づくり・地域づくり会議」

主催の歴史散策のイベントが行われました。 

 地域の歴史を詳しく学ぶ初めての試みに、53名の方が 

参加されました。 

市立枚方宿「鍵屋資料館」の見学を済ませた後、旧京街

道を歩き、意賀美神社へと向かいました。 ↑5つのグループに分かれてガイドさんの 

詳しい説明を聞きながら歩く 

 

旧
京
街
道
を
進
み
、
ま
ち

な
か
景
観
建
造
物
「
木
南

 

意
賀
美
神
社
で
は
、
会
館
二
階
の
展

示
室
を
見
学
。
明
治
3
年
に
作
ら
れ

た
武
将
像
「
十
二
神
将
」
や
数
学
の
絵

馬
で
あ
る
「
算
額
」
、
古
い
算
盤
な
ど

が
展
示
し
て
あ
り
ま
し
た
。 

 

枚
方
八
景
に
も
選
ば
れ
た
「
万
年
寺

山
の
緑
陰
」
に
囲
ま
れ
た
神
社
の
境
内

に
は
、
早
く
も
河
内
桜
が
静
か
に
咲
き

誇
っ
て
い
ま
し
た(

↑
写
真
中
央
奥)

。 

 

「
地
元
な
の
に
何
も
知
ら
な
く
て
今

回
は
、
と
て
も
良
い
勉
強
に
な
り
ま
し

た
」
「
良
く
歩
き
ま
し
た
」
と
参
加
の

皆
様
に
は
大
好
評
の
企
画
だ
っ
た
様

子
。
第
2
弾
の
歴
史
散
策
が
待
ち
遠

し
い
で
す
ね
。 

 
 

↑境内中腹の梅林は、紅梅白梅が満開に 

約 100本の梅の木が植えられています 

邸
」
を
見
学
。
「
木
南
邸
」
は
旅
に
必

要
な
馬
や
食
料
、
人
足
を
調
達
し
た
商

家
で
す
。
船
番
所
跡
、
本
陣
跡
を
回
り

な
が
ら
お
茶
屋
御
殿
跡
へ
。
豊
臣
秀
吉

が
文
禄
3
年
に
建
て
た
と
い
わ
れ
、

家
臣
で
あ
る
枚
方
城
主
、
本
多
政
康
の

娘
「
乙
御
前
」
を
住
ま
わ
せ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
御
殿
跡
か
ら
は
、
淀

川
方
面
か
ら
高
槻
、
昔
は
伏
見
ま
で
も

良
く
見
渡
せ
た
と
言
い
、
こ
の
辺
り
が

交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え

ま
し
た
。 

7
月
21
日
（
土
）
、
毎
年
夏
恒
例
の

「
枚
中
校
区
ふ
れ
愛
ま
つ
り
」
が
快
晴

の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
は
、
6
月
に
震
度
6
弱
を
記
録

し
た
大
阪
府
北
部
地
震
、
7
月
に
は
大

雨
に
よ
る
災
害
が
あ
り
、
さ
ら
に
連
日

40
度
に
届
き
そ
う
な
猛
暑
で
市
内
中
学

生
の
集
団
熱
中
症
が
発
生
す
る
な
ど
、

ま
つ
り
の
開
催
が
非
常
に
危
ぶ
ま
れ
ま

し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
み
な
さ
ま

の
思
い
を
受
け
、
実
行
委
員
や
先
生
方

の
努
力
、
そ
し
て
地
域
の
み
な
さ
ま
を

は
じ
め
各
地
域
団
体
・
枚
中
生
・
同
校

卒
業
生
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
の
ご
参
加
、

ご
協
力
に
よ
り
開
催
で
き
ま
し
た
こ

と
、
そ
し
て
大
き
な
事
故
な
ど
も
な
く

幕
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
、
ま
つ
り
は
、
枚
方
幼
稚
園
園

児
に
よ
る
「
鳴
子
お
ど
り
」
、
枚
方
小
学

校
児
童
に
よ
る
「
南
中
ソ
ー
ラ
ン
」
な

ど
の
元
気
な
演
舞
に
始
ま
り
、
青
少
年

を
守
る
会
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
今
年
初

の
企
画
と
な
る
「
ジ
ェ
ッ
ト
風
船
飛
ば

し
大
会
」
で
は
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た

ち
が
参
加
し
、
大
変
盛
り
上
が
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

夏
ま
つ
り
の
有
終
の
美
は
、
や
は
り

打
ち
上
げ
花
火
で
す
。
素
人
花
火
師
で

も
か
な
り
き
れ
い
な
打
ち
上
げ
花
火

で
、
大
勢
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
も
「
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
行
き

た
い
。
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
地
域
に
根

ざ
し
た
ま
つ
り
を
目
指
し
、
企
画
・
運

営
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

（
枚
方
中
学
校
区
地
域
教
育
協
議
会 

 
 

 
 

会
長 

上
田
哲
生
） 

 
 

堤 

町 

自 

治 

会 

堤
町
は
淀
川
の
堤
防
沿
い
に
広
が

る
京
街
道
に
面
し
た
歴
史
あ
る
小
さ

な
町
で
、
会
員
数
が
約
１
８
０
世
帯
で

運
営
し
て
い
る
自
治
会
で
す
。 

 

多
く
の
企
画
を
、
み
ど
り
部
会
・
福

祉
部
会
・
安
全
安
心
部
会
の
三
部
会
で

運
営
を
し
て
い
ま
す
。 

 

＊
農
園
だ
よ
り 

 
自
治
会
の
有
志
に
て
季
節
の
野
菜

や
果
物
を
育
て
自
然
の
恵
み
や
収
穫

の
喜
び
を
体
験
し
、
食
材
の
一
部
を
料

理
教
室
で
使
用
で
き
た
ら
な
あ
～
と

思
い
農
園
活
動
を
発
足
し
ま
し
た
。 

 

＊
料
理
教
室
だ
よ
り 

 

「
み
ど
り
部
会
」
の
み
な
さ
ん
が
育

て
た
採
れ
た
て
の
野
菜
を
使
っ
て
「
福

祉
部
会
」
の
メ
ン
バ
ー
と
ブ
ロ
ッ
ク
長

さ
ん
た
ち
が
色
々
な
メ
ニ
ュ
ー
を
研

究
し
て
お
り
ま
す
。 

【
第
四
回
料
理
教
室
】 

～
生
姜
の
佃
煮
と
農
園
で
収
穫
し

た
野
菜
を
使
っ
て
の
料
理
づ
く
り
と

試
食
会
～ 

農
園
で
採
れ
た
じ
ゃ
が
い
も
（
男

爵
）・
玉
ね
ぎ
・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
え

ん
ど
う
豆
を
使
っ
た
料
理
と
茨
木
さ

ん
直
伝
の
生
姜
の
佃
煮
づ
く
り
と
試

食
会
を
行
い
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。 

わが町自慢のコーナー 

レインコートで完全武装のつもりが 

すぐに子どもに囲まれてびしょびしょに 

 

枚
方
上
之
町
子
ど
も
会 

＊
コ
ー
ラ
ス
く
つ
ろ
ぎ
だ
よ
り 

 

毎
月
第
三
金
曜
日
に
福
祉
部
会
の

村
田
久
美
子
先
生
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
に

よ
る
コ
ー
ラ
ス
な
ど
、
斎
藤
さ
ん
に

よ
る
頭
の
体
操
を
ご
指
導
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。 （

副
会
長 

西
村
方
男
） 

  

枚方校区のみなさまには、いつも本校生徒を見守っていただき、誠にありがとうございます。 

本校では１学期に、今年度から再開しました家庭訪問をはじめ、枚中祭・体育の部、１年生宿

泊学習（淡路島）、２年生校外学習（宇治）、３年生修学旅行（長野県）、枚方小学校から本校へ

の体験授業など、数々の行事がありました。 

その中でも我々を取り巻く環境の中で改めて安全について考えさせられた出来事が大阪府北

部地震と西日本豪雨でした。 

特に大阪府北部地震では、瞬時の対応が問われ、本校では、 

①グラウンドでの集合点呼 ②メールや電話による保護者のみなさまとの連絡  

③危険箇所等の確認 ④保護者のみなさまへの生徒の引渡し 

など、生徒の迅速な行動や教員の連携等で円滑に対応することができました。 

また、その際、地域のみなさまにも登校途中の生徒に声をかけていただき、安全に行動する

ことができ、立ち止まって動けない小学生を本校生徒が体を抱えて助けたという話も聞きまし

た。 

有事の際には、マニュアルに基づいた落ち着いた行動が求められますが、それを行うのは一

人ひとりの人間です。自分の身を守り、周りの人を気遣う気持ちが広がることで多くの人の安

全を確保することができます。 

今回の地域のみなさまのご支援・ご協力に心から感謝を申し上げます。 

今後とも、どうぞよろしくお願いいたします 

まなびや・つうしん 
学び舎の現場から近況報告していただきます。 

今回は枚方中学校 森隆裕校長先生です 

右 

音
楽
に
あ
わ
せ
て
ベ
ル
演
奏
も 

左 

み
ん
な
で
食
べ
る
と
さ
ら
に
お
い
し
い 

 

 

かわいらしい鳴子おどり 迫力のある南中ソーラン 

 

    


